
「ラパ チ ー 二 の 娘 」 再 考

ヴ ェイル をつ けれ ば見 え る もの

大 井 映 史

「ラパ チー 二の娘」 をホー ソー ンはフ ラ ンス人作家 オーベ ピー ヌ(M .del'Aubepine)

の作 品 と し、 自 らは翻 訳家 を装 って作 者 とその作 風 を紹介 す る前 口上 か ら始め る。 オー

ベ ピー ヌは ホー ソー ン(hawthorn=さ ん ざ し)の フ ランス語 訳 で あ る。 その名 は直 ちに

ホー ソー ンに繋が るわけ で、 この トリッ クは鏡 に映 る もう一 人 の 自分 に フ ランス人作 家

としての装 い を凝 らそ う とす る もの だ。仮 面 を着 け る とい うよ り、 ホー ソー ンお気 に入

りの ヴェ イルが掛 か るの であ る。 このオーベ ピー ヌ を 「広 くは知 られ ざ る」作 家 として
　　

評 しなが ら、 その作 品 を楽 しむ には 「適切 な視 点」 が必要 だ と して、 ホー ソー ンは読 者
ヨ 　

をオーベ ピー ヌの世 界へ 、 ヴ ェ イル越 しに見 る よ うな時 空 を越 えた夢 物語 の世 界へ と誘

う。 さて、 蓋 を開け れば、 「ラパチー 二の娘 」は今 は昔の イタ リア を舞台 とす る物語 だ と

分 か る。 オーベ ピー ヌ もヴ ェイル を着 け て い るの であ る。 この作 品の語 り手 は黒子 さな
の

がら二重のヴェイル をつけたホー ソーンだ、 ということになろ うか。ならば、ヴェイル

越 しの視点 こそ、この作品の謎 を解 く鍵か もしれない。

短篇には稀 だが、前口上 とい うヴェイルに読者 を物語世 界へ導入す る役割 を担わせ る
5)6)

とい うの は、『緋文 字』 に代 表 され るホー ソー ンの手 法 であ る。ここにホー ソー ンの ピュ
7)8)

一 リタン的 なため らい を、 あ るいは二枚 舌 を見 る こ とも不可 能 では ない だろ う。確 か に、

ホー ソー ンは二者択 一 を迫 られ て決 して積極 的 には どち らか一方 を選べ ない男 の、弱 さ
　　

と救済 をテーマに作 品を書いた。生身の人間であるホー ソーンが作家 としての 自分 に隔

た りを感 じていた として も不思議はない。ブル ック ・ファームに参加 したホー ソー ンに

とって、 自分の作品が 自らその通 りだと得心 できない作家像 を読者に想像 させ る可能性
10)

は居心地の悪 い思い を伴 ったのか もしれない。アレゴリーやロマンス とい う額縁 にこだ

わる自分の作 品との間には二重に齪齪 を来 したか もしれない。 しか し、そ うい う議論 を
ユつ

呼 ぶ含 み を置 く、 それが ホー ソー ンの間合 いであ る。 その ス タンスに は、む しろ作 家が
ユ　ラ

鏡に映 じる他者 としての 自分 と、手 を離れた作品 を見 る眼差 しを窺 い知 るべ きであろう。

オーベ ピーヌは、 その同胞や外国文学の研究者に も、 それほ ど知 られた作家ではない。

作家 としては 「不運 な立場」にある、 と紹介 され る。その理由を説明しながら、ホー ソ
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」再考 ヴェイル をつければ 見えるもの

一 ン は 「ラ パ チー 二 の 娘 」 の 読 み 方 を示 唆 し て い る
。

Asawriter,heseemstooccupyanunfortunatepositionbetweenthe

Transcendentalists(who,underonenameoranother,havetheirshareinall

thecurrentliteratureoftheworld)andthegreatbodyofpen-and-inkmen

whoaddresstheintellectandsympathiesofthemultitude.Ifnottoorefined,

atalleventstooremote,tooshadowy,andunsubstantialinhismodesof

developmenttosuitthetasteofthelatterclass,andyettoopopulartosatisfy

thespiritualormetaphysicalrequisitionsoftheformer,hemustnecessarily

findhimselfwithoutanaudience,excepthereandthereanindividualor

possiblyanisolatedclique.(X91)

こ の 作 家 は 超 絶 主 義 者 た ち と共 に 文 壇 の 流 行 り を行 くわ け で もな く、 か とい っ て 一 般 受

け す る 戯 作 者 た ろ う とす る わ け で もな い。 そ の 中 間 に あ る と思 わ れ る作 家 と して の ス タ

ン ス ゆ え に 不 遇 だ と言 うの だ 。 彼 の 作 品 は 精 神 的 ・形 而 上 学 的 な 探 求 を 欠 く もの で は な

い が 、 その 割 に は 人 気 が あ りす ぎ て文 壇 の 主 流 を外 れ る。 人 気 が あ る と言 って も、 現 実

を遊 離 しす ぎ る作 風 は 一 般 大 衆 の 趣 向 に 完 全 に 一 致 す る もの で は な い 。 問題 は作 家 の素

顔 が 明確 に 見 え な い こ とだ 。 も ち ろ ん 、 オー ベ ピー ヌは ホ ー ソー ン作 品 の擬 人 化 で もあ

るの だ か ら、 現 実 離 れ して影 多 く現 実 感 に 欠 け る もの とは 、 自作 品 に つ い て の ホ ー ソー

ンの コ メ ン トで あ る。 彼 の 作 品 は 社 会 的 ・現 実 的 な要 請 に 応 え よ う とす る もの で は な い

の で あ る。 当 然 、 彼 の 読 者 は不 特 定 個 人 が 主 と な り、 把 握 し難 い 。 オ ー ベ ピー ヌの 作 品

を味 わ うに は そ れ に相 応 し い視 点 が 必 要 だ と言 い 、 ホー ソー ン は 己 の 芸 術 観 を披 露 して

ユの

初め て、 「ラパ チー 二の娘 」 を孤 立 して 立つ個 人一 人一 人に差 し出す の だ、 と読 め る。

こ こには一つ の構 図が 見 え る。超 絶主義 者 に よって代表 され る思 想家 の視 点 と一般 大

衆の視 点、 そ して、 その 中間 に孤 立 して立つ オーベ ピー ヌ、す な わち、 ホー ソー ンの語

りが持 つ視 点 とい う構 図 で あ る。 これ は 『緋 文字 』の序 文 、「税 関」で ホー ソー ン 自身が
ユむ ユら　

さ らに詳述 す るこ とに な るが 、「癒 」や 「美の芸 術家 」 に も通 じる もの であ る。 しか し、

ここで は、 両極 の間 に あっ てヴ ェイル を纏 う語 りの視 点 を問題 としよ う。

「ラパ チー 二の娘 」の序文 は、適切 な視 点 を要 求 す るこ とで、普通 に読 ん でい たので は

見落 とされ る ものが あ るこ とを暗示 す る。現実 的 な視 点 に疑 問 を抱 かせ るホー ソー ンは、

自分 の素顔 にヴ ェイル を掛 け るこ とで読 者の ホー ソー ン像 を曇 らせ る。 あ るいは、 曇 っ

たガ ラスに投影 して 自 らが想像 す る世 界 を読 者 に呈示 しよ うとす るの だ。 社会 的現 実 は

芸術 的 リア リテ ィ とは次 元 を異 にす る もの であ る。 ヴェ イル を掛 け るこ とで逆 説的 に真
　　ラ

が見通せ る可能性を訴えて、ホー ソーンは読者の共感を求め るのである。

「ラパチー二の娘」はラパチー二博士が手掛ける庭 園を舞台 とす る物語である。この庭

園は開口部 を二つだけ持 っている。一つは隣接す る古い建物の上階にある薄暗い部屋の
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ユの

窓 であ る。パ デ ュ ア大学 で学 問 を修 め るため に南部 か らや って来 た青 年 、 ジ ョバ ンニ ・

ガ ス コン テ ィ(GiovanniGuasconti)は 下宿 先 に定 め た部屋 の 暗 さに ため息 をつ く。 す

る と間髪 を入れ ず、 案 内役 の リザベ ッ タ(Lisabetta)が 窓 か ら首 を突 き出 して外 を見て

ご らん と誘 う。 見 る と、 そ こは類稀 な美 しさを誇 る植 物 が 生 い茂 るす ば ら しい庭 園で あ

る。 薄 暗 い部 屋 とは対照 的 に、 陽光 が 降 り注 ぎ、命 の源 た る泉水 の送 る世 界が 見 え る。

が、 ジ ョバ ンニは 、や が て庭 の手 入れ をす るラパ チー 二の 姿 を見 とめ、 その様 子か ら、

そ こに咲 き乱 れ る植 物 が、 そ の美 しさに比例 す る毒 を持 つ ものだ と考 え る よ うに な る。

読者 は、今 しば ら くジ ョバ ンニの 目を借 りて、 この部屋 の窓か らラパ チー 二 の庭 を覗 き

込 み、 あれ これ と想像 を巡 らせ る しか ない。や は り リザベ ッ タが 、や が て秘 密 の通 路 を

開 い て ジ ョバ ンニ を庭 に送 り出す までは。 そ こが 「現代 のエ デ ン」 であれ 、 ラパ チー 二
18)

の恐 るべ き実験場であれ、「味気 ないパデュアの街 の真中」にあって、それが ジョバ ンニ

の視覚が捉 えた人間社会 か らは完全 に隔離 されたラパチー二の世界である。

ここに 自由に出入 りす るのは ラパ チー二博士 ただ一人 で、その娘ベ ア トリー チェ

(Beatrice)は 、この庭 に育 って どうや ら外の世 界 とは接触 を持 ったこ とがない。 ダンテ

の 『神曲』への言及に続いて登場す るベア トリーチェは理想の女性であることに間違い

ないはずなのだが、庭 園に育つ植物に比せ られ、 それに優 る美 しさに 目を奪われれば、

そこに育つ植物の毒気を遥かに凌 ぐ危険 を予感 させ もして、猛毒 を有す る 「怪物」か も
　　ラ

しれ な い とい う嫌 疑 をか け られ るこ とに な る。

この作 品 の視 点 は ジ ョバ ンニ が担 って い る。 その 目の見 て取 る ものが 、 は なはだ信 用

し難 い とい うの が 「ラパチー 二 の娘 」 の テー マ に直 結す る トリッ クで あ る。 ジ ョバ ンニ

の 目に は、 この庭 は現代 の エデ ン と も有 毒植 物 が群 生 す る恐 ろ しい逆 エデ ン とも映 る。

そ こに生 き るベ ア トリー チ ェは、天使 に見 え も し、 魔物 と見 え もす る。

"AmIawakePHaveImysensesP _WhatisthisbeingP-beautiful,

shallIcallherP-orinexpressiblyterribleP"(X103)

何 が現実 で何 が 夢 なの か。 これは一 体何 者 だ。 美 しさ とは、恐 るべ き毒 か。 ジ ョバ ンニ
　

が 陥 る倫 理 的迷 宮 は、 「ぼ くの縁 者 、 モ リヌー 少佐 」 の ロ ビン(Robin)や 、 グ ッ ドマ ン・
　

ブ ラウ ン(GoodmanBrown)が 体 験 す る混迷 に重 な る、 善 と悪 とが分 か ち難 く絡 み合
　

う現実 で あ る。 ジ ョバ ンニ は善 悪 を見分 け よ うとす る。結 論 的 に、 ジ ョバ ンニ にはつ い

に 「適 切 な視 点」 か らベ ア トリー チ ェ を捉 え る こ とが で きない。

ジ ョバ ンニ は ラパ チー 二 の庭 とベ ア トリー チ ェ につ いて あれ これ と空想 に耽 る。恋 心

を募 らせ るの と同時 に、 疑 い を深め る。 ベ ア トリー チ ェの 身の 回 りに幾 度か 不 可解 な 出

来事 が起 こ るの を 目撃 して 、 ジ ョバ ンニ は希 望 と恐 怖 が交錯 す る迷 妄 の世 界 に陥 り、 自

明性 を喪 失 す る。 ラパ チー 二 の庭 園 にせ よベ ア トリー チ ェにせ よ、 この世 な らぬ不 思議

が ジ ョバ ンニ に対 して有 毒 と言 え る心理 的 な影 響 を及 ぼす の で あ る。
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WhetherornoBeatricepossessedthoseterribleattributesthatfatal

breaththeaffinitywiththosesobeautifulanddeadlyflowerswhich

wereindicatedbywhatGiovannihadwitnessed,shehadatleastinstilleda

fierceandsubtlepoisonintohissystem.(X105)

ベ ア トリー チ ェが庭 の植 物 と同 じよ うに、 実際 に恐 ろ しい毒 を有 す る もの なの か どうか、

それ を示唆 す るジ ョバ ンニの 目が 見 た出来事 が 、実 際 に あ った こ とか夢 にす ぎない のか、

そん な こ とは どち らで もい い こ とで、 問題 は、 ジ ョバ ンニ の心 に揺 ぎが生 じた事 実 なの

だ、 とい うの が引 用 の主 旨で あ る。ベ ア トリー チ ェが 美 し くも恐 るべ き毒 を持 つ植 物 の

化 身 と して ジ ョバ ンニの空 想 の 中に立 ち現 れ た時、 そのベ ア トリー チ ェは、 ジ ョバ ンニ

の現 実 に強 烈 で絶妙 に作用 す る 「毒 」 を注 ぎ込 む。 その毒 は、 す でに ア レ ゴ リカル な意

味 を担 って い る。社 会 的 な現実 が リア リテ ィを失 い、 ジ ョバ ンニ は、す で にベ ア トリー

チェの秘 密 が生 み 出す影 の世 界の住 人 とな って い るの だ。

ジ ョバ ンニ の倫理性 は、 必死 に な って ラパ チ ー 二の庭 で 目撃 した出来事 を常 識 の枠 内

で捕 捉 しよ うとす る。 しか し、期 待や 不安 に基づ く判 断 に納得 で きるは ずが な い。 語 り

手 は愛 で もな く恐怖 で もない、 愛 と恐怖 二つ に翻 弄 され る ジ ョバ ンニの未 熟 と精神 の浅

薄 さを非 難 す る。 ラ イバ ルの ラパ チー 二だ け でな く、ベ ア トリー チ ェ まで敵視 して 中傷

す るピエ トロ ・バ グ リオー 二(PietroBaglioni)の 言葉 を、 自分 の後 見 人で あ るに もか

か わ らず ジ ョバ ンニは 言下 に退 け る勇 ま しさを発揮 し もす るが、ベ ア トリー チ ェの正体

につ いて判 断 を保 留 した ま ま、 さ らに妄 想が 膨 らめ ば、何 を信 じるべ きか 、 ジ ョバ ンニ

に は分 か らな い。 グッ ドマ ン ・ブ ラ ウンの よ うに一 歩踏 み 出 しては後 を振 り返 る。最 終

的 に、バ グ リオー 二 の助 言 に綻 らざ る を得 な くな る。

ジ ョバ ンニ は秘 密 の通 路 を案 内 され て庭 に足 を踏 み入れ 、つ いにベ ア トリー チ ェに 向

き合 う。 「自分 の 目で見 た ものの ほか は何 も信 じな いで」と言 うベ ア トリー チ ェに、 す で

に 自分 の 目が 見た こ と を信 じた い と思 わな い ジ ョバ ンニ は、ベ ア トリー チ ェの唇が 発す

る言葉 だけ を信 じる よ う命 じて欲 しい と言 う。 ジ ョバ ンニ の苦 境 を察 して、ベ ア トリー

チ ェは顔 を赤 らめ なが ら も毅 然 と した態度 で言 う。

"
...Forgetwhateveryoumayhavefanciedinregardtome.Iftruetothe

outwardsenses,stillitmaybefalseinitsessence.ButthewordsofBeatrice

Rappaccini'slipsaretruefromthedepthsoftheheartoutward.Thoseyou

maybelieve!"(X112)

ベ ア トリー チ ェは ま さに ジ ョバ ンニが 求 め る とこ ろ を看 破 して い る。ベ ア トリー チ ェは 、

彼 の妄 想 を退 け よ うと し、 また 人間 の五感 が錯覚 を生 む可能 性 を指 摘 して 「本質 」 に 目
　　の

を向けることの大切 さを訴 える。果 たして、それは 人間の五感が捉 え得 るものではない。

己の 目が己を欺 き得 るものであるとい う不安 を抱けばこそベア トリーチェの言葉に信

4
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を置 こ う と した は ず な の だ が 、 しか し、 ジ ョバ ン ニ は ベ ア ト リー チ ェ の 言 葉 が 明 か す 真

実 に 気 づ け ず 、 イ ニ シ エ イ シ ョン に 失 敗 す る。 ベ ア ト リー チ ェ の 外 面 的 な 美 しさ に 目が

眩 ん だ ジ ョバ ンニ に とっ て は 、 そ の 体 が 毒 に 染 ま っ た もの か ど うか 、 この 世 的 な事 柄 に

と らわ れ て 、 本 質 に 目を 向 け る こ とが で きな い。 ベ ア ト リー チ ェ の 魂 に 触 れ よ う とす る

こ とが 忘 れ られ て い る の で あ る。 語 り手 が 非 難 す る通 り、 そ れ は 愛 で は な い し、 とて も

不 可 避 な 失 敗 と は 言 え ま い。

ベ ア トリー チ ェ との 逢 瀬 を重 ね 、 つ い に 自 らの体 に も同 じ毒 が 染 み 込 ん だ こ とを知 る

と、 ジ ョバ ンニ は 自棄 を起 こ して 狂 っ た よ うにベ ア トリー チ ェ を汚 く罵 る。

"Thouhastdoneit!Thouhastblastedme!Thouhastfilledmyveinswith

poison!Thouhastmademeashateful,asugly,asloathsomeanddeadlya

creatureasthyself,aworld'swonderofhideousmonstrosity!Nowif

ourbreathbehapPilyasfataltoourselvesastoallothersletusjoinour

lipsinonekissofunutterablehatred,andsodie!"(X124)

　

ジ ョバ ンニは、ベ ア トリー チ ェが背 負 う 「惨 め な運 命」 に対 す る思 いや りの心 に 欠け て、

自 らの父親 の手 に よ って毒 性 を帯 び る体 を持 つ こ とに な ったベ ア トリー チ ェ を、 その 肉

体 的 な美 しさが併 せ持 つ毒 性 ゆ えに憎悪 し、 恐 ろ しい言葉 でベ ア トリー チ ェの心 を踏 み

躍 る、つ ま り、 ジ ョバ ンニ の心 に、最 も忌 わ しい毒 の あ った こ とを証 す る こ とにな る。

バ グ リオー 二か ら預 け られた解毒 剤 を用 いて共 に毒 を消 し、 呪われ た ラパ チー 二 の庭

を出 よ うと申 し出 るジ ョバ ンニ は、 グ ッ ドマ ン ・ブ ラ ウン と同 じ決 定 的 な過 ち を犯す の
25>

だ。 自 らが歩 を進め て辿 りつ い た ラパ チー 二の庭 園、仮 に 「陰画世 界 」 と呼ぶ な ら、 そ

こに彼 は陽画世 界の物差 しを持 ち込 も うとす るの であ る。 ここで は、 当然 、解毒 剤 が毒

なの だ。 ジ ョバ ンニ を押 し止め、 ベ ア トリー チェが一 人先 に解毒 剤 を飲 ん で死 ぬ とい う

劇 的 な結 末 は、 ジ ョバ ンニへ の愛 を貫 こ う とす るベ ア トリー チェ の魂 の無垢 を証 す る と

同時 に、 「癒」 の エ イルマー(Aylmer)同 様 、 ジ ョバ ンニの方 は、ベ ア トリー チ ェ を読
　

み取 る こ とに失敗 して、 「現在 の 中の完全 な る未 来」 を掴 み損 ね た こ とを証 して い る。

もっ と も、 この結末 は、ベ ア トリー チ ェの体 が有毒 な もの であ った こ とを確定 して い

る。現 実的 な視 点 に立 って読め ば、 ジ ョバ ンニの 目はすべ て を正 し く見 て取 っ てい た し、

彼の 恐怖 に は根 拠が あ った。 た とえ暴言 を吐 い た とは い え、 自分 の体 に毒 を注 ぎ込 まれ

た ジ ョバ ンニが 怒 り狂 って、何 の不 思議 が あろ う。 彼 の解 決 策の安 易 を非難 す る こ とが

で きた として も、 ジ ョバ ンニ に何 の罪が あ る とい うの か。

ア レゴ リー と して読め ば ジ ョバ ンニ の罪 は明 らか であ る。 ジ ョバ ンニが 瞳れ また恐 れ

たベ ア トリー チ ェの美 しさ と毒 は、異性 の魅 力 と性 に対す る禁忌 の暗 喩 であ る。 この作
27)

品は、 ニー ナ ・ベ イム が指摘 す る通 り、 「愛 と性 の ア レゴ リー」 が 「信仰 のア レゴ リー 」

に昇 華 され る ドラマ を描 いて い る。 ジ ョバ ンニ は、純 潔 の証 な どな くとも、ベ ア トリー
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チ ェ を信 じ るべ きで あ っ た。 そ れ が 愛 で あ る。 ベ ア ト リー チ ェ の毒i生 が 証 され て も、 そ

れ で も ジ ョバ ン ニ は や は り、 ベ ア ト リー チ ェの 魂 の 神 の 手 に な る もの で あ る こ と を信 じ

て 、 ベ ア ト リー チ ェ を 愛 す るべ きで あ っ た。 しか し、 ジ ョバ ン ニ は 、 ベ ア トリー チ ェ の

魂 か ら 目 を背 け 、 そ の 時 、 神 を裏 切 っ て い るの で あ る。

ベ ア ト リー チ ェ が 死 に 際 に 遺 す 言 葉 は 、 ジ ョバ ンニ や ラ パ チ ー 二 の 過 っ た もの の 見 方

を決 定 づ け る もの で あ る。

"Iwouldfainhavebeenloved
,notfeared....Butnowitmattersnot;Iam

going,father,wheretheevi1,whichthouhaststriventominglewithmybeing,

willpassawaylikeadreamlikethefragranceofthesepoisonousflowers,

whichwillnolongertaintmybreathamongtheflowersofEden.Farewe11,

Giovanni!Thywordsofhatredarelikeleadwithinmyheartbutthey,

too,willfallawayasIascend.Oh,wastherenot,fromthefirst,morepoison

inthynaturethaninmineP"(X127)

父 親 に 呼 び か け て、 恐 れ ら れ る よ り も愛 さ れ る 人 間 で あ りた か っ た の だ と言 うベ ア ト リ

ー チ ェ は
、 こ の 世 で どん な苦 しみ や 悪 に 晒 され よ う と、 仮 に こ の世 で 悪 の 手 に 落 ち て惨

め な 生 涯 を 強 い られ よ う と、 事 実 そ う な っ た の だ が 、 肉体 が 滅 ん で も魂 は神 の 許 に 還 る

こ と を信 じ る、 実 は 、 そ の 心 の 美 しさ に こ そ 注 目す べ き娘 な の で あ る。 対 して 、 ジ ョバ

ン ニ は 、 肉体 的 に は 毒 性 が な か っ た と して も、 外 の 世 界 を知 らず に 育 っ たベ ア ト リー チ

ェ の 無 垢 を、 そ の 本 性 に 宿 る毒 で 汚 し、 人 の 心 に 致 命 的 な 打 撃 を与 え る力 を有 す る、 原

罪 に 呪 わ れ た 存 在 な の で あ る。

で は 、 ベ ア トリー チ ェ を庭 に 隔 離 し、 毒 で 育 て た ラ パ チー 二 を ど う捉 え るべ きな の か 。

ラ パ チ ー 二 博 士 の真 実 に つ い て は 、 結 末 に お け る彼 自身 の 言 葉 を手 掛 か り と し よ う。

"Mydaughter
...thouartnolongerlonelyintheworld!Pluckoneofthose

preciousgemsfromthysistershrub,andbidthybridegroomwearitinhis

bosom.Itwillnotharrnhimnow!Myscience,andthesympathybetween

theeandhim,havesowroughtwithinhissystem,thathenowstandsapart

fromcommonmen,asthoudost,daughterofmyprideandtriumph,from

ordinarywomen.Passon,then,throughtheworld,mostdeartooneanother,

anddreadfultoallbesides!"(X127)

自 ら の 知 識 と、 ベ ア ト リー チ ェ と ジ ョバ ンニ との 間 に 生 じた 交 感 の 相 乗 効 果 で 今 や 成 功

は確 実 な もの とな っ た。 勝 利 宣 言 をす るか の よ う に、 ラパ チ ー 二 は 花 婿 を迎 え ん とす る

娘 を祝 福 す る。 ラ パ チ ー 二 が 言 う成 功 とは 、 ベ ア ト リー チ ェ だ け で な くジ ョバ ン ニ も ま

た普 通 の 人 間 で は な くな っ て 、 これ か ら は愛 し合 う二 人 き りで不 毛 な 人 間 世 界 を歩 ん で

行 け る、 二 人 の 行 く手 を遮 る もの は 何 も な い 、 と い う もの だ 。 そ れ が ラパ チ ー 二 が 実 現
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を夢に見た世界な ら、ラパチー二の庭 とは最高に美 しくかつ世 間にはこの上な く恐ろし

い人間を創 り出す揺籠、実験場 だった とい うことだ。 しか し、 ラパチー二が ここで露呈

しているのは、娘に対す る父親の偏愛 であろう。世 間に出ればあらゆる悪 に身を晒 して

抗 う術 を知 らず、普通 の女 のまま娘が惨めな人生 を送 らずにすむ ように と願 い、花婿 を

迎 えれば娘が もはや孤独 ではないことを喜ぶ、 ここには平 凡な父親の心情が明 らかだ。

ラパチー二の人間社会 に対す る不信や敵意 も明 らかだが、彼は持て る学識 を駆使 して俗

世 を圧倒す る力 を娘に授け、娘 の無垢 を守 ろうとした、ある意味でユー トピア建 設に勤

しんだ社会改革主義者の精神 を反映 している。若い二人の間に愛が成就すれば、世間に

出て何人 も侵すこ とのできない、二人だけの楽 園が実現 されたのか もしれない。

確かに、 ラパチー二を楽 園の創造者 として、 これ をアダム とイヴが役割 を交代 した失
28>

楽園のア レゴ リー と読むのはお もしろい。 しか し、四季の変容 を表す ウェル トゥムヌス

の像が置かれたこの庭 園をエデンのアナ ロジー として捉えるのは無理がある。 ラパチー

二自身、二人 を世間に送 り出そ うとは して も決 して二人 をアダム とイヴになぞらえた り

は しない。 この庭 を人工 の楽園 と見なす ことはできて も、 そこがそのまま二人に とって

の永遠の楽園た り得 ないことをラパチー二は知 っている。彼は決 してエイルマーのよう

に完全性 な どとい う理想 を追 う科学者ではない。彼がバグ リオー二に出 しぬかれてベ ア

トリーチェを失 う結末は皮 肉だ し惨めである。 ジ ョバ ンニ同様、 ラパチー二は自らが善

と悪 を規定 しようとい う傲慢 さか ら、 己が背負 う原罪 を省みず、人間的な過 ちを犯 して

楽園を喪失す る孤独 な学者にす ぎないのではないか。

庭の手入れ をす るラパチー二の様子は、 ジョバ ンニの 目に様々な毒 を扱 う者の姿 を明

かす ものだ。 しか し、 ラパチー二の庭 が実際に有毒植物 を育 てているとして も、それだ

けでラパ チー二を糾弾す ることはで きない。確かに、 この作 品において 「毒」はすでに

象 徴 性 を獲 得 して い る。な らば、彼 は後 の ロ ジ ャー ・チ リン グ ワー ス(Roger
29)30)

Chillingworth)や 、 イー サ ン ・ブ ラ ン ド(EthanBrand)の 原 型 と言 え るか もしれ な

い。 では、 すべ て ラパ チー 二が過 っ た 目的 の ため に悪意 か ら仕組 んだ こ とだ と言 え るの

か。 その可能 性 は、 ジ ョバ ンニの想像 か らは遠 く、 またバ グ リオー 二の警 告 の核 心 を為

して、語 りの裏 に微 妙 に暗示 され る。 が、 ラパ チー 二 に対抗 す るバ グ リオー 二 が、彼 の

目には冷 酷 非情 な狂 気 の科 学者 、恐 るべ きラパ チー 二 の手 か ら友 人の息 子 を救 い 出す た

め に、 ジ ョバ ンニ に解 毒 剤 の使 用 を勧 め て まん ま とラパ チー 二 を出 し抜 くこ とに成功 す

る と、最 後 の最 後、 ジ ョバ ンニの部 屋 の窓 か ら首 を突 き出 し、 ラパ チー 二 の失敗 を見 て

狂喜 す る とい う冷 酷 非情 、悪 鬼性 を剥 き出 しにす る。 ジ ョバ ンニ を巻 き込 んで ラパ チー

二 を落 と し入 れ る好 計 の、 バ グ リオー 二 にあ った可 能性 も否 定 で きな くな る。 む しろ、

悪役 としてはバ グ リオー 二 の方 が上 なの だ。 な らば 「狂 気 の科学 者」 と しての ラパ チー

二評 は、 ホー ソー ンが頻 繁 に描 く医者や 学 者 を連 想 させ て信 愚性 が ないわけ で は ないが、
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こ こでは 説得 力 を欠 き、「科 学 の ア レ ゴ リー 」としての読 み は、 この作 品で は主旋律 を奏

で ない。 ラパ チー 二の毒 に 冒 され 、今や バ グ リオー 二 の解毒 剤 も致命 的 な毒 とな るこ と

を知 るジ ョバ ンニ が た った一 人取 り残 され る、 この結 末が ジ ョバ ンニ の死 に匹敵 す る も

のだ とす れば 、毒 と解毒 剤 とで相 争 い、結 果 的に若 い二 人の命 を奪 った二 人の学 者 は、

む しろ 『ロ ミオ とジュ リエ ッ ト』 に おけ る両 家の家 長 の よ うに見 え る。

た だ、 ラパ チー 二 は何度 か影 の よ うに潜 ん で、 ジ ョバ ンニ を観察 す る姿 を見せ る。 そ

の怪 しさ、不 気味 さは、 この 作 品に ゴ シ ッ ク ・ロマ ンの雰 囲気 を漂 わせ て効 果 的 だが、

ラパ チー 二 は ジ ョバ ンニ に見 られて いて もそれ と気づ か ぬ振 りを して見 る者、 人 に気づ

かれ るこ とな く見 る存在 と して重 要 で あ る。 そ の 目は、 ヴ ェイ ルの背 後 に隠れ て い るの

だ。 た だ し、 彼 が見 る もの は限 られ て い る。 自 らの手 に な る庭 の植 物群 と娘 と、 そ して

ジ ョバ ンニ。 これ ら三者 を結 び合 わせ て、俗 世 界に敵 意 を抱 くラパ チー 二が夢 見 てい る

の はア メ リカであ ろ う。 その背後 に、 ラパ チー 二か ら 目を離 さないバ グ リオー 二 が い る。

目を引 くもの が あ って、 見 る 目 と見 て取 られ る もの、 目 と精 神 との測 り難 い距 離 を ジ

ョバ ンニは さ迷 う。 目に見 え る もの と見 えな い もの が あ って、実体 とその影 の変容 に ジ

ョバ ンニ は悩 まされ る。 ジ ョバ ンニの視 点 は薄 暗 い部 屋 か ら明 るい庭 へ と飛 び出 すの だ

け れ ども、 非常 に受 け 身 な もの だ と言 え る。 ジ ョバ ンニは だ ま されや す い 目の持 ち主 で

あっ て、 その 目は 、 だ まされ まい と して我 が 目を疑 い、 自 らを混 乱 に落 と し入れ る。

二つ の視 点 の間 に立 って、語 り手 の 目は ジ ョバ ンニ の意 識深 くに 入 り込 んで、 そ の 目

が 見 た ま まの映 像 と、 ジ ョバ ンニ の心 の 中に展 開す る空想 との 、 その意 味的 な隔 た り、

も し くは逆 転 を明 かす もの であ る。 ジ ョバ ンニの意 識 とい うヴ ェイル を持 つ視 点 は 、 ジ

ョバ ンニ の現実 と空想 、二 つ の視覚 が 捉 え る映像 を組 み合 わせ 、 さらに妖 し く見掛 け上

の変容 を遂 げ る 「本質 」 の捉 え難 さ を教 唆 す る。 白か 黒か 、 どち ら とも言 え ない状 況、

どち らで もあ る とい う状況 が妄 想 の温床 で あ り、 ジ ョバ ンニ の実存 的地 獄 で あ る。 また、

この語 りは、 ラパ チー 二 をジ ョバ ンニの 空想や バ グ リオー 二 の 中傷 とい うヴ ェ イル 越 し

に見せ て、読 者 の想像 力 を掻 き立 て、 謎 め いた人物 に仕 立 て上 げ る。ベ ア トリー チ ェ と

の関 わ りにつ いては特 に疑惑 を喚 起 し、一 面 的 な解 釈 で は満 足 させ ない効 果 を発揮 す る。
　

そ もそ も、 この作 品 は 『緋文 字 』や 『ブ ラ イズデ イル ・ロマ ン ス』以 上 に 「ロマ ンス」

とい うに相 応 しい物語 であ る。 だか ら、 現実 的 な視点 に対 して は懐 疑 的 な前 口上 が 置か

れ て いたの で は なか ったか。 確 か に、 ラパ チー 二の世 界 に あ って異彩 を放 つベ ア トリー

チ ェは 、 その庭 同様 、外 界 との接 触 を持 たな い非 現実 その もの なの で あ る。
ヨ　ラ

ベ ア トリー チ ェ は 庭 の 植 物 に つ い て 尋 ね られ る と、 とて も素 直 に 「父 が 創 っ た」 の だ

と応 じ、 さ ら に 、 ラパ チ ー 二 の こ と を次 の よ うに 語 る。

"Heisamanfearfullyacquaintedwiththesecretsofnature
...and,atthe

hourwhenIfirstdrewbreath,thisplantsprangfromthesoi1,theoffspring
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ofhisscience,ofhisintellect,whileIwasbuthisearthlychild.Approachit

not!...Ithasqualitiesthatyoulittledreamof.ButI,dearestGiovanni-

Igrewupandblossomedwiththeplant,andwasnourishedwithitsbreath.

Itwasmysister,andIloveditwithahumanaffection;for-alas!hastthou

notsuspecteditPtherewasanawfuldoom,"(X123)

ベ ア トリー チ ェは、 ラパ チー 二 の知 力が 生 んだ植 物群 の中 で も最 も絢燗 に輝 く灌 木 と時

を同 じ く して誕生 し、 その灌 木 とは双 子 の姉 妹 同然 に育 って花 を咲 かせ たの だ と言 う。

その 呼気 を吸 って育 った灌木 を、 ベ ア トリー チ ェは 「人間 の」情 け を掛 け て愛 して来 た。

同 じ 「土 」 か ら生 まれ た同胞 だ か らで あ る。 しか し、 そ こに恐 るべ き宿 命 が あ った のだ

と言 うベ ア トリー チ ェ は、 その灌 木 の呼 気が 外部 の 人間 に は有毒 な もの で あ るこ とを示

し、 また 自 ら も同 じ毒1生 を持 つ がゆ え に、 人間 の世 界へ と庭 を出 るこ と能 わず、 ラパ チ

ー 二 の庭 の 中で しか生 きられな い こ とを嘆 いて い る
。

しか し、 もっ と深読 み す れば、 ラパ チー 二の知 性 が生 ん だ灌木 と同 じ、 あ るいは それ

を遥 か に凌 ぐ、ベ ア トリー チ ェは ラパ チー 二の実 験 の精 華 であ り、 ラパ チー 二が造 り出

した人造 人 間か も しれ ない。ベ ア トリー チ ェは 自らにつ い ては ラパ チー 二の科 学 が生 ん

だ こ とを否定 す るが 、父 と母 とでは な く、 「父の 子」だ と言 うの であ る。ベ ア トリー チェ

の正体 は、 「怪 物」(monster)か 「魔 物 」(demon)か と疑 われ るが、 その呼 び方 は フ ラ

33)

ンケ ンシュ タ イン(Frankenstein)が 自ら造 り出 した人造 人 間 に与 えて い る もの と同 じ

34)

で あ る。

ベ ア トリー チ ェが ア ン ドロ イ ドで あ る可能性 は 「ラパ チー 二 の娘 」 に現代 的 なテー マ

を付加 す る。 フラ ンケ ン シュ タイ ンが造 り出 した怪物 は人間 の心 を持 ちなが ら、 その醜

さに よって 呪わ れて い る。 ベ ア トリー チェが 、 その美 しさに よって 呪わ れて い るの とは

対 照 的 だが、 ともに人間 の心 を持 って い る とい う点 で共通 す る し、心 が あれ ば、 それ は

怪 物 で はな く、神 の御 業 の延 長線 上 に あ って、 人間 なの だ とい う考 え方 にお い て も両者

は一致 す る。 た とえ人間 の子 で あ って も、心 が なけ れば 人間 で はな い とい うテー マ は、
35)

20世 紀 に入 って 『ア ン ドロイ ドは電気 羊 の夢 を見 るか』 に も継承 されて い る。 このサ イ

エ ンス ・フ ィクシ ョンでは、 感情移 入能 力(empathy)を 測 定す るテ ス トに よって人 間

と非 人間 を区別 す る。 これ は ホー ソー ンが訴 え る人 間の共 感 能 力 を髪 髭 させ て、 人間 の

条 件 を規 定す る もの だ。
36)

語 り手の前 口上 に続いて、つ まりヴェイルを着けて読者は空想の見世物箱 を覗 き込む。

そこにはこの世 の もの とは思 えない不思議な庭園が見える。その美 しさは、 リア リズム

が現実 を模写す るように描 き出す映画的 な リア リティとは次元の違 うものだ。ラパチー

二の庭 園の中央に置かれた灌木は美の芸術家が創 り出 した蝶 と同様 、自ら光 を放 って目

に映 るもの となる。豊か な生命力を滋 らせ て光輝 くベ ア トリーチェも、他の登場人物た

9
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ち もみ な、夢 とも現 と もつか ぬ架 空 のエ デ ン を さ迷 う影 で あ る。 そ の影 た ちの後 を追 い、

読者 もまた夢 か 現か 定か な らぬ世 界 を漂 い、 「ラパ チー 二の娘 」が繰 り広 げ る物 語 の一体

何 が真実 なのか 、 ロマ ンス とい う語 りの ヴェ イル越 しに、明晰 性 を追 い求 め る。 そ こに

繰 り広 げ られ る ドラマ は、バ グ リオー 二に よって代表 され る現 実 的 な視 点 と、 ラパチー

二 が代表 す る非 現実 性、 想像 力 が描 く夢 との相 克だ と言 える。 現 実的 な視 点、 つ ま り、

ヴェ イル をつけ ない視 点 か らは何 も見通 す こ とが で きない。 この 庭 は、 人間 の五感 が捉

え得 る世 界で は ない。憶 測 が 憶測 を呼 ん で、 空想 は 千変 万化 して混乱 を増 す ばか りであ

る。 しか し、 ラパ チー 二の失 敗 も、 そ の庭 に ジ ョバ ンニ とい う現 実 を引 き入 れ よ う とし

た とこ ろに あ る。 そ こは、孤 独 な世 界 なの で あ る。

ラパ チー 二 の庭 に飛 び込 ん だ ジ ョバ ンニ がベ ア トリー チ ェ とい う花 を枯 らせ る結 末 は

悲劇 的 だが 、ベ ア トリー チ ェの死が 人 間の本 性 に致 命的 な毒 の潜 む こ とを教 え る時、物

語 は ア レ ゴ リカル な意 味 を獲 得 し、神 学 と美学 との 対立 を超 えて、現 実 に 向か って開 か

れ る。 美 しき怪 物 、ベ ア トリー チ ェは 自ら解 毒 剤 を飲 ん で死 ぬ の であ る。 非現 実 は現 実

となって、 バ グ リオー 二が 狂喜 す る。 これ は美 の芸術 の ア レゴ リー で あ る。

「ラパ チー 二の娘 」は、実 際的 な視 点 と想像 す る視 点 が互 い に譲 らぬ心 の世 界 を描 いて

い る。 前 口上や ア レ ゴ リー とい う窓枠 を通 して、 ラパ チー 二の庭 は、辛 う じて現 実世 界

に繋 が る もの だ。 ヴ ェ イル を纏 う語 りの視 点 は 日常 的 な視 界 に影 を落 とし、 薄 明の 向 こ

うに影 たちの相 貌 を捉 える。 ラパ チー 二 の庭 園に展 開 す る倫 理 と審 美 との表裏 的 変容 と

逆 転 を捉 え て、 そ こには致 命 的 な毒 と ともに、 永遠 が 見 え るこ とを明 らか にす るの であ

る。

註

1)``Rappaccini'sDaughter"(1844)

ホ ー ソー ンか らの 引用 は すべ て7劾C飢 嬬 αηE礎 ガoη 〔ゾ 旋6防 漉s(ゾA耽 加 痂1

飽 ω漉oγ解(Columbus:OhioUniv.Press,1962-)に よ る。 引 用 の際 は 引用 文 末尾 の カ

ッ コに巻 数 とペー ジ数 の み を記 す。

2)(原 文)"theproperpointofview"(X92)

3)ホ レ へ ・ル イス ・ボ ルヘ スは 『異 端 審 問』(中 村 健 二 訳、 東 京:晶 文社 、1994)で ホー ソー

ン芸 術 の謎 を解 く鍵 と して 「夢 」 を取 り上 げ る。

4)"TheMinister'sBlackVei1"(1830)の 主 人 公 、 フー パ ー師(Mr.Hooper)が 顔 を覆 う

ヴ ェ イル が連 想 され る。

5)銃6Sα271θ ≠ 」乙6が6γ,1850

6)「 税 関 」("TheCustom-House")は 『緋文 字 』の 序 文 とい うに留 ま らず、 そ れ 自体一 個 の

読 み物 と言 え る仕 上 が りよ うだが 、 ホー ソー ンが 自画像 を描 い て読 者 に呈 示す る とい う点

で は 「ラパ チー 二 の娘 」 に冠 せ られ た前 口上 と同 じで あ る。 ホー ソー ンの 自己評 価 は いず

れ に お いて も謙 虚 な もの だ。 そ こで読 者 が 出会 うホー ソー ンは決 して 自信 に満 ち た大作 家

で は な い。 む しろ、 「税 関 」で ス ケ ッチ され る人物 や 彼が 描 く架 空の 登場 人物 た ち 同様 、 不
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完全 さを露呈 して惑 う一人の売れない作家 にす ぎない。 そういう立場に身を置けばこそ、

自分 の作品 との間に一定の距離 を置 き、読者 と肩 を並べて物語の世界に遊ぶ ことができる。

しか し、 もちろん、読者の傍 らに立つ ホー ソーンは、前 口上 を通 じて作 り上げ られた語 り

手だ と考 えるべ きである。

『緋文字』の世界は 「税関」での随筆調の語 りに綻 びが生 じて開かれる。 ホー ソー ンは、税

関在職 中に 「運 よく」発見 した小 さな包みに言及 し、その 「神秘 的な」包みの中に橿襖切

れ同然の緋色の布、大文字のAの 形 をした布が現れた時の驚 きを語 って物語の世界への導

入 を図る。Aの 文字の両足の長 さを正確 に計 ると、ぴった り3イ ンチ と4分 の1。 この実

際性 は、作者がその布 を胸に当てて、それが まるで焼けた鉄 でで きているかのような、燃

える火の熱 を伝 える段 になって逆転 される。現実か ら物語の世 界へ、ここには、 日常に暮

らす精神が時間の壁 を越 えて別世 界へ と想像 の翼 を広 げる瞬間が設 えられている。

7)「 税関」にはピュー リタンとして渡米 した先祖の亡霊が作家を生業 とす るホー ソー ンを非難

す るくだ りがあ る。ボルヘスはここを引用 して、作家 とい う仕事 に対するホー ソーン自身

の内心のため らいを指摘す る。ボルヘスの着眼は、それが 「昔か ら論議の的になってい る

倫理 と審美 との、お望みな ら神学 と美学 との対立に遡るもの」だ という点だ。先祖 との血

の繋が りを運命的 なもの とみ なすホー ソー ンの語 りは、確かに、ボルヘ スが指摘する葛藤

の告 白だ と読め る。

な らば、これに先立つ 「ラパチー二の娘」の前口上での 「アレゴリー癖」に関す るコメン

トも、 自らの血に刻 まれた ピュー リタニティへ の言及であ り、倫理 と審美、神学 と美学 と

の間に立っての、 ホー ソー ンの作家 としての態度表明 として読めるであろう。

ホー ソー ンはオーベ ピー ヌのアレゴリー好みについて言及 し、それがいかに氏の評判 を損

っているか を次の ように語 る。

Hiswritings。..mighthavewonhimgreaterreputationbutforaninveteratelove

ofallegory,whichisapttoinvesthisplotsandcharacterswiththeaspectof

sceneryandpeopleintheclouds,andtostealawaythehumanwarmthoutofhis

conceptions.(X9r92)

それが 「常習的」な ものであると言われれば、読者にはそれ を受け入れ るか、 さもな くば

オーベ ピー ヌの本 を投げ捨 てるしか ない。 どうや らホー ソー ンは、 自らが描 く登場 人物や

情景が現実 を遊離 して雲間に霞んで見える傾 向を生 じたとして も、それで もアレゴリカル

な表現に固執 するのだ。その血の要請に応 えて、 ホー ソー ンは着想 を寓話化す る。夢物語

に倫理 的 ・神学的な コメン トを加 え、 しば しば人間心理 を解説す る語 りを前面に押 し出 し

て物語に介入する。 ホー ソー ンは決 して ピュー リタン作家ではないけれども、 ビュー りタ

ンか ら受け継いだ遺産 を捨て ようとはせず、その語 り口に生かそ うとした。 アレゴリーを

書 くのではない。アレゴ リカルな表現 に己のスタイルを見出 しているのである。

ボルヘ スは ホー ソー ン作品に十九世紀末 を先取 りする要素 を指摘す るが、ホー ソー ンは芸

術のための芸術に携 わろうとしたわけではない。だか らと言 って もちろん、芸術性 よ り倫

理や神学 を喧伝す る作品 を書 こうとしたわけで もない。ホー ソー ンのこだわ りは、皮肉 と

い うよ り興味深い ことに正教信奉(Orthodoxy)だ と言える。 その語 りゆえに、登場人物

な り情景は現実感 を失 い希薄化 するか もしれない。 しか し、 よ く考 えれば、それが昼 日中

に振 り返 られる夢のあ り様であ り、 日常社会 を生 きる者の夢に対す る評価 である。 もちろ

ん、夢は月明か りの中ではまた異なる様相 を呈 して蘇 る。

ホー ソー ンは 「税関」 でロマ ンス作家 の創作現場 を描 いているが、ホー ソー ンが 「中立地

帯」(aneutralterritory)と 呼ぶ月明に照 らされた部屋では、あ らゆ る物がその姿 を変え

る。 そこには夢 も現実 もない。現実 を遊離 して希薄化 した存在 も、社会的 日常の中で疑い

ようのない実在 を確信 していたはずの ものも、同 じ次元で 目に映 るもの となる。「われわれ
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は亡 霊 の ご とき影 に す ぎな い」、シ ェ イ クス ピア 的 な認 識の許 では、実 在 自体 が希 薄 な もの

なの であ っ て、仮 に 寓話化 が 登場 人物 た ちの存 在感 を損 な った と して も、逆 説 的に 、 それ

は架 空の 登場 人物 を実在 に近づ け るこ となの だ。 この認 識は作 家 の語 りを特 徴づ け る もの

だ し、 ホー ソー ンの 作 品 を楽 しむ には 欠かせ な い 「適 切 な視点 」 なの だ と言 え よ う。

8)Lawrence,D.H.,S6166'α1乙 漉 ㎜刎C〃 ゴ6/s規,London:Heinemann,1956.

9)た と えば、"RogerMalvin'sBuria1"(1832)のReubenが そ うだ。

10)語 り手 の メイ クとセ ッテ ィ ング、舞 台の枠 組 みや 幕 の上 げ下 げ な ど を決 め て、観 客 が受 け

止 め る リア リテ ィを操 る舞 台演 出家 の よ うに 、読 者 との 間に 共感 の橋 を架 け る こ とを一 義

として、 ホー ソー ンは前 口上 を通 じてヴ ェ イル を纏 う語 りの視 点 を明か す こ とをす る。 お

よ そ前 口上 とい う もの 、作 品 を枠 に納 め て絵 画 の額 縁 に相 当す る ものだ とす れ ば、「ロマ ン

ス」 だ とか 「心 の寓 話」 だ とか 、 タイ トルに 添 え られ る ジャ ンル分 け は、 さらに作 品 の性

格 を規 定 しよ うとす る もの だ。 長編 では章 毎 に タイ トルがつ く。 確 か に、 ホー ソー ンは縁

取 りに こだ わ りを持 つ作 家 なの だ。 山本雅 は、 『ア メ リカ社 会 の批 評 家 と しての ホー ソー

ン:ア メ リカ社 会 とロマ ン ス』(広 島:渓 水社 、1996)で 「ラパ チー 二の娘 」の絵 画性 に言

及 す るが 、仕 切 られ た場 面 の 中で 、 ホー ソー ンが 描 く絵 は映 画 的 では な く、絵 画的 であ る

とい うよ り演劇 的 で あ る。照 明 を浴 びて 浮か び上 が る もの と背 後 の闇 に紛 れ る ものが あ り、

印 象 的 なア クシ ョン とシ ェ イ クス ピア を思 わせ る台詞 が あ る。

11)Stubbs,JohnCaldwell(丁 加P〃 駕π〃(ゾ 、Foノブη'∠4∫ 々4の(ゾ 飽 既7疏07η6侃4'加

Ro窺 αη66,Urbana:Univ.ofIIIinoisPress,1970)は 、"artisticdistance"と い う言 葉 を

鍵 にホー ソー ンの ロマ ンス を解 明 しよ うとす る。

12)桂 田 重利 、 『ま な ざ しの モチ ー フ:近 代 意識 と表 現』(東 京 二近代 文 芸社 、1984)参 照 。

13)そ うい えば 『緋 文 字』の第一 章 、 「獄 舎 の 門」で も、 そ こに茨 の 茂 み を見つ け た語 り手 ホー

ソー ンは、 その 花 を手折 っ て読者 に差 し出す こ とをす る。(148)

14)"TheBirth-mark"(1843)

15)"TheArtistoftheBeautiful"(1844)

16)共 感("sympathy")は ホ ー ソー ン作 品 を読み解 くキー ・ワー ドの一 つ で、 読 者に 対 して ホ

ー ソー ンは常 々共感 の鎖 で繋 がれ るこ とを願 って い る。 「ラパチ ー 二の娘 」の 前 口上 では読

者 に 「適 切 な視 点」 を要求 す るが 、 それ は知 的理 解 を求 め て の こ とでは な く、 オーベ ピー

ヌの作 品 の楽 しみ 方 を伝 え るため だ。 た とえ それが 暗 い共感 の鎖 で あれ、 心 と心 を重 ね合

わせ る こ とが ホー ソー ン作 品に あ って 人間 の条件 を規定 す る重 要 な前提 であ る。

た とえば、 「牧 師 の黒 いヴ ェ イル」 に お け るフー バ ー 師 の婚 約 者 エ リザ ベ スに対 す る 言葉

が、 共感 な しには あ ま りに孤独 な人 間存 在 の恐怖 を訴 え る。

"Havepatiencewithme
,Elizabeth!...Donotdesertme,thoughthisveilmust

bebetweenushereonearth.Bemine,andhereafterthereshallbenoveilover

myface,nodarknessbetweenoursouls!Itisbutamortalveil-itisnotfor

eternity!Oh!youknownothowlonelyIam,andhowfrightenedtobealone

behindmyblackvei1.Donotleavemeinthismiserableobscurityforever!"

(IX47)

こ れ は 、 この世 では不 可避 的に、 素 顔 を半 ば 隠す 黒 いヴ ェ イルが 人 と人 の結 びつ きの聞 に

介 在す るこ とを主 張 す る ものだ。 人 と人 の結 びつ きが 魂 と魂 の結 びつ きに な らな い限 り、

黒 い ヴ ェイル を取 るこ とな ど叶 わ な い。 つ ま り、 天国 な らば と もか く、 この 世 では 、 人は

た とえ互 い を どん なに愛 し合 って い た と して も、 ヴ ェ イル越 しに互 い を愛 し合 わ なけれ ば

な らない。 黒 い ヴ ェイ ルが あ るか ら とい って 人が互 いに愛 し合 えな いの で あれ ば、 それ は

どん なに孤 独 で恐 ろ しい こ とか。 それ が 「寓話 」("AParable")と し て呈 示 され る この 作

品 の モチー フで あ る。
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「ラパ チー 二の娘」再 考 ヴェイルをつければ見えるもの

「牧 師 の黒 い ヴ ェ イル」は
、 その 着 想 に お もしろ さが あ る。何 を思 い立 ったの か 、何 が あ っ

たの か 、 あ る 日突 然 ヴ ェ イル をつ け て現 れ た牧 師 は、つ いに死 に臨 ん で もヴ ェ イル を取 ろ

う とは しな い。傍 らに年 老 い たエ リザ ベ スの姿 の あ るこ とが 大 い な る救 い だが 、彼 は ヴ ェ

イル をつ け た ま ま墓 に葬 られ、朽 ち て行 くこ とに な る。 その 末期 は、 想像 す れ ば これ ほ ど

恐 ろ し くお ぞ ま しい もの もな い。 しか し理 性的 に考 え れば 、 い くら ピュー リタ ンの 牧 師 が

す る こ とだ と言 って も現 実感 を欠 い て、む しろ、ば か げ た奇行 で あ る。この作 品 を写実 的 ・

映 画 的 に読 む の は難 しい 。 なぜ な ら、 こ こで は何 よ りも黒 い ヴ ェ イル が、 常 に視 界 を遮 っ

て揺 れ て い るの だか ら。 「信 仰 の ア レゴ リー」と読 め るこの作 品 で、 想像 す る 目に映 る もの

は もっ と誇 張 され た、 演劇 的 な情 景 で あ る。 読 者 は 暗 い ヴ ェイ ルの 内側 か ち フー パ ー 師 を

追 い 、 フー パ ー 師 の素顔 が 見 えず と も彼 の秘 め られ た深 い思 い に、魂 に共 感 す る必 要 が あ

る。 つ ま り、 ヴ ェ イル が あれ ば こそ、 愛 を求 め 、魂 に触 れ よ う とす る こ とが で きるの だ。
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